
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 

2026 年度に向けては、集約・蓄積した農
業データを最大限に活用するため、まず生
成 AI を「データ活用の出口」として位置
づけ、現場ニーズに即した高度な分析や助
言を提供できる仕組みを強化していきま
す。さらに、農地（圃場）と紐づく耕作者
情報や作付け情報などのデータを連携・活
用することで、地域や品目に応じたきめ細
かな営農支援を実現します。 

■ 

多くの農業 ICT サービスは、農業者を支
援・管理する立場にある農業団体側の利便
性向上に比重が置かれ、農業者自身にとっ
て明確なメリットが十分に提供されていな
いのが現状です。私たちはこうした状況を
踏まえ、「農業団体」の生産性向上に寄与
するだけでなく、農業者が自らの営農に必
要なデータを主体的に活用できる環境を整
えることを重視しています。 
データ活用に関心のない農業者にとって
も、意識せずとも自然と便利さを実感でき
る いわば「気づいたら便利になってい
た」という受動的なデータ活用が可能なサ
ービスの実現に取り組んでまいります。 

■ 

農業ポータル「FarmChat（ファームチャ
ット）」は、チャット機能を備えたコミュ
ニケーションアプリ内に、農業現場で求め
られる情報検索機能、組織運営に必要な管
理業務の効率化機能、さらには各種データ
連携機能を集約した、総合的な農業情報ポ
ータルアプリです。 

■ 

私たちはこの 12 年間、生産情報管理シス
テムをはじめ、さまざまな農業 ICT の現
場普及に取り組んでまいりました。しか
し、農業者にとって ICT 導入への心理的
ハードルは予想を超えるものがあり、広範
な普及を実現するには至りませんでした。
そこでまず取り組んだのは、「ICT は難し
い」という先入観の払拭です。IT リテラシ
ーに関係なく多くの人が日常的に使ってい
るチャットアプリに着目し、その操作感を
活かした「FarmChat」の開発をスタート
しました。 

■ 

農業分野では依然として電話や紙によるア
ナログな業務が多く、農業者とそれを支え
る指導員・普及員の双方にとって大きな負
担となっています。「FarmChat」はチャッ
トを中心としたコミュニケーションに、気
象・市況・農薬検索などの現場情報、組織
向けの調査・作付け・収量管理機能を統合
した総合ポータルであり、生成 AI とも連
携して地域・品目ごとの技術支援や営農相
談の自動化にも対応を進めています。現場
の意思疎通・情報収集・意思決定を一気通
貫で支えることができるアプリです。 

■ 

2025 年 12 月現在、ユーザー数は約 6,100
名に達しています。主に JA などの部会
（農業者グループ）における管理業務でご
活用いただいています。 

■ 

主なメリットは 2 点です。一つは、データ
管理の負担を軽減できる点。もう一つは、
標準化されたコードや書式により他システ
ムとの連携が容易になる拡張性の高さで
す。 
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